
知床国立公園の公園区域の変更について 

 

１．変更の理由 

知床国立公園の周辺海域に漂流する流氷は、食物連鎖を通じて貴重な野生生物の生息を支えて

おり、本公園の原始性の高い自然景観を支える重要な構成要素なっている。特に、水深 200ｍ以浅

の浅海域は、季節海氷域に特徴づけられる特異な海洋生態系のメカニズムを顕著に示しており、

生物生産性及び種の多様性が高く、海洋生態系と陸域生態系の連続性及びそれに特徴づけられる

自然景観を確保する上で重要である。そのため、海域普通地域を拡張し保護を図る。 

 

２．変更案の概要 

（１）区域の変更 

   拡張 14,782ha  北海道目梨郡羅臼町及び斜里郡斜里町の各国立公園区域内の 

            陸域海岸汀線より１ｋｍ以上３ｋｍ以内の海面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※公園区域及び公園計画について 

 http://www.sizenken.biodic.go.jp/park/info/npsys/index.html 
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